
令和 ３ 年 10 月

令和 ３ 年度 令和 12

１．事業概要

（１）

① 給　水 （令和３年３月31日現在）

人

人

千㎥／ha

② 施　設　 （令和３年３月31日現在）

％

③ 料　金

＜料金表＞
（税抜）

料金 基本水量

13mm 850円 10㎥

20mm 2,150円 20㎥

25mm 4,000円 25㎥

30mm 5,500円 30㎥

40mm 7,800円 40㎥

50mm 12,600円 50㎥

75mm 23,000円 75㎥

100mm 34,000円 100㎥

別添１－1

三朝町水道事業経営戦略

団 体 名 ： 三朝町

事 業 名 ： 水道事業

水 源 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数選択可）

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～ 年度

事業の現況

供 用 開 始 年 月 日 昭和32年4月1日 計 画 給 水 人 口 6,000

施 設 能 力 7,200 ㎥／日 施 設 利 用 率 32.12

法 適 （ 全 部 ・ 財 務 ）
・ 非 適 の 区 分

法適（全部）
現 在 給 水 人 口 4,417

有 収 水 量 密 度 0.210

施 設 数
浄水場設置数 3

管 路 延 長 58.36 千ｍ
配水池設置数 8

料 金 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

　口径別に基本料金（基本水量）と超過料金を設定している。
　（三朝町水道事業給水条例　第24条の規定による）

料 金 改 定 年 月 日
（消費税のみの改定は含まない）

令和２年４月１日

メ ー タ 口 径
（１㎥につき）

基本料金（１か月） 超過料金

120円/㎥

135円/㎥

表流水 , ダム , 伏流水 , 地下水 , 受水 , その他
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④ 組　織

＜職員数・年齢構成＞

課長 課長補佐 係長 主査 主任 主事 専門員 合計

職員数 1人 1人 1人 1人 人 1人 1人 6人

※水道事業会計の支弁職員は５名。

～30歳 31～40歳 41～50歳 51～60歳 61歳～ 合計

職員数 1人 1人 1人 2人 1人 6人

（２）

（３） 経営比較分析表等を活用した現状分析

これまでの主な経営健全化の取組

　・平成30年度に鳥取県及び県内市町村等で構成する「水道広域化・共同化流域別検討会」に参加し、ハード・ソフトの両面から検討を進めて
います。
　・平成30年度より本格的な滞納整理に着手し、分納誓約の履行や給水停止措置などを行い滞納金の解消を進めています。
　・令和２年度に26年ぶりとなる料金改定（口径別基本料金）を実施し、今後も段階的な改定を検討していきます。
　・経営基盤の強化や財政マネジメントの向上等に向け、簡易水道事業（法非適）を地方公営企業法適用会計に移行し、令和５年度から水道
事業との会計統合を予定しています。

　三朝町水道事業に従事する専任職員はおらず、上下水道係職員（６名）で簡易水道事業、下水道事業、集落排水処理事業、温泉配湯事業
も兼務しており、今後もこの体制を維持していくこととしています。（令和３年４月１日現在）

＜組織体制＞

　令和２年度に策定した、令和元年度決算の「経営比較分析表」を添付しています。
　この経営比較分析表は経営及び施設の状況を表す経営指標を活用し、本町の経年比較や他の公営企業との比較、複数の指標を組み合わ
せた分析を行うことにより、経営の現状及び課題を的確にかつ簡明に把握することが可能となります。

町 長

（事業管理者）
建設水道課 上下水道係
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経
営
環
境
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厳
し
さ
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中
で
、
長
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安
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経
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立
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と
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る
。

①
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が
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料
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。
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い
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。

②
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図
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イ
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２．将来の事業環境

（１）

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

5,971 6,020 5,990 5,839 5,859 5,739 5,737 5,641 5,595 5,508 5,453

※見込給水人口は、区域内給水人口に１日あたりの平均宿泊観光客数等を加えたもの。

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

6,136 5,808 5,530

6,136 6,068 6,001 5,936 5,871 5,808 5,750 5,694 5,638 5,583 5,530

5,090 5,306 5,244 5,182 5,121 5,061 5,001 4,943 4,885 4,828 4,771

※令和２年度の数値は確定値。令和３年度以降の推計には、新型コロナウイルス感染症による影響を除外して算出しています。

　三朝町人口の推計
　　国立社会保障・人口問題研究所の推計人口を基にした人口ビジョンの数値から推計した数値を計上しています。

　給水人口
　　給水区域内の一般家庭等に加え、旅館宿泊者等も考慮する必要があるため、区域内給水人口と宿泊観光客数等に分けて見込給水人口
の推計を行いました。

　■区域内給水人口
　　水道の供給区域は町内の平野部を中心とした区域であり、給水区域内の人口減少率は町全体及び簡易水道区域の減少率を下回る状況
にあります。
　　このため給水人口の予測には、これまでの決算統計報告値を基に推計を行いました。

　■宿泊観光客数等
　　宿泊客数や日帰り入浴客数を基にした１日当たり利用者数を給水人口として加算しています。
　　予測にはこれまでの実績数値を基に推計を行っていますが、令和２年度に実施された一斉休館（新型コロナウイルス感染症対策）に伴う影
響は算定上除外しています。

　この結果、令和３年度から令和12年度までの９年間で、535人減（10.08％減）と予測されます。

区分

（これまでの推移）

見込給水人口（人/日）

給水人口の予測

総合戦略（人口ビジョン）

（今後の予測）

三朝町人口

見込給水人口（人/日）

区分

5,971

5,090 4,771
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（２）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

668,630 710,102 701,805 693,507 685,343 677,314 669,284 661,522 653,760 646,131 638,503

32.12% 31.89% 31.57% 31.26% 30.86% 30.63% 30.33% 30.02% 29.64% 29.43% 29.13%

水需要の予測

　年間総有収水量の推計
　　給水人口の予測のとおり、有収水量の推計には一般家庭に加え温泉旅館（観光客）など大型施設の影響も考慮する必要があります。
　　このため有収水量の予測には、観光客数を含めた見込給水人口を用いて算出しています。
　　また、過去10年の一人当たり年間使用水量は134㎥前後でほぼ横ばいとなっているため、直近５年間の平均値133㎥/人に上記の見込給水
人口を乗じて推計しています。
　　給水人口の減少から、年間総有収水量は令和３年度から令和12年度の９年間で71,599㎥減（10.08％減）、施設利用率（1日平均配水量÷
1日配水能力）は29.13％になると予測されます。

区　分

年間総有収水量（千㎥）

施設利用率（％）

※令和３年度以降の推計では、給水人口の予測で新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う影響を除外して算定しているため、令和２年度を上記予測の比較期
間から除外して算出しています。
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（３）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

83,836 87,088 91,480 90,399 89,334 88,288 87,241 86,229 85,218 84,223 83,229

（４）

　料金収入の推計
　　過去10年間の供給単価（給水収益÷年間総有収水量）は130円/㎥前後でほぼ横ばいとなっています。
　　このため料金収入の推計では、直近５年間の平均値130円/㎥に上記の年間総有収水量を乗じて推計しています。
　　他の見通し結果と同じく、給水人口の減少が影響し令和３年度から令和12年度の９年間で3,859千円減（4.43％減）と予測されます。
　　また、令和２年度から本格的な料金改定に着手し、１期３年で全５期（15年）に渡る段階的な改定を行うこととしており、第２期目以降の改定
内容について今後検討を進めていきます。なお本推計では、改定内容が未定であることから現行の料金体系で推計を行っています。

組織の見通し

　「１．事業概要」のとおり、水道事業に従事する専任職員はおらず、上下水道係職員（６名）で簡易水道事業、下水道事業、集落排水処理事
業、温泉配湯事業も兼務しており、今後もこの体制を維持していくこととしています。
　また、施設の整備や適切な維持管理を安定的に継続するためには、職員の技術向上やノウハウの継承など職員育成が必要不可欠となって
います。
　また施設異常などの緊急時には機器等の専門知識が必要となる場面もあるため、緊急対応業務の外部委託を検討するなど少人数で業務を
継続する体制整備についても検討を進めていきます。

区分

料金収入（千円）

※令和３年度以降の推計では、給水人口の予測で新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う影響を除外して算定しているため、令和２年度を上記予測の比較期
間から除外して算出しています。

料金収入の見通し

※令和２年度は新型コロナウイルス感染症対策として、事業所分の使用料減免措置を行いました。この減免相当額（税抜4,262千円）は一般会計補助金で全額
補填しているため、実質的な料金収入は88,098千円となります。
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３．経営の基本方針

４．投資・財政計画（収支計画）

（１）

　施設全体で老朽化が進んでいるため、計画的な施設更新を進めることとしています。具体的な年度計画や更新内容は現在策定中の「基本
計画」を基に進めていきますが、令和４年度から令和12年度の９年間に総額約３億円の事業費を見込んでいます。
　このうち管路更新では耐震管の導入による安全・防災対策の拡充や、機械設備では給水人口、有収水量等を考慮したダウンサイジング、ス
ペックダウンなども併せて検討していきます。

　■「安心・安全」な水道水の提供
　　原水の水質保全や適切な浄水処理など徹底した水質確保に取り組み、「安心・安全」な水道水の供給に努めます。

　■安定した給水基盤の確保
　　適切な維持管理や計画的な施設改修により、安定した給水基盤の確保に努めます。また基盤強化対策として、管路更新時には耐震管の
導入も検討するなど、災害に強い基盤構築も進めていきます。

　■計画的な施設更新
　　事業開始から60年が経過し配水池や管路など、施設全体が更新期（耐用年数）を迎えつつあります。更新に当たっては老朽化が著しい施
設や優先度の高い項目から行うとともに、施設全体での統廃合や人口減少によるサイズダウンなども併せて検討する必要があります。
　　このため令和３年度に施設更新の「基本計画」を策定し、令和４年度から計画的で効果的な更新に着手することとしています。

　■経営基盤の強化
　　給水人口や料金収入の減少から、今後の事業経営は厳しさを増すことが予想されています。しかしながら水道水は生活に欠かせないもの
であり、事業も継続していく必要があります。
　　経営基盤の強化に向けて、業務効率の向上や事務の見直しによる経費削減に努めるとともに、段階的な料金改定を検討していきます。

　■簡易水道事業との会計統合（地方公営企業法の適用）
　　経営基盤の強化や財政マネジメントの向上等に向け、簡易水道事業を地方公営企業法適用会計に移行し、令和５年度から会計統合を予
定しています。
　　なおこの経営戦略は現在の水道事業のみで経営した場合を想定しており、会計統合後に改めて経営戦略を策定することとしています。

　水道事業は昭和32年度の事業開始から約60年に亘り給水事業を行ってきました。
　事業を取り巻く環境は上記の予測にもあるとおり、給水人口や料金収入の減少から今後の経営は厳しくなっていくと予想されます。
　しかしながら、水道水は生活に必要不可欠なものであり、安心・安全な水道水を安定的に供給するために適切な管理・運営の継続が求めら
れています。
　このため下記の基本方針のもと、健全な水道事業運営に努めます。

投資・財政計画（収支計画）　：　 別　紙　の　と　お　り

（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

①　収支計画のうち投資についての説明

目 標
　水道水の安定供給に向け、計画的で効果的な施設更新を進めます。
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③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　投資の合理化、費用の見直しについての検討状況等

②　収支計画のうち財源についての説明

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化
（ ス ペ ッ ク ダ ウ ン ）

　ダウンサイジングと同じく、基本計画等を基にスペックダウンも検討します。

そ の 他 の 取 組
　新水源の調査を行ってきましたが、良質な水源確保には至っていません。調査には多額な費用が
かかるため、他団体からの受水なども含め将来的に検討していく必要があります。

民間の資金・ノウハウ等の活用
（ PPP/PFI 等 の 導 入 等 ）

　特記事項はありません。

ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト の 充 実
（ 施 設 ・ 設 備 の 長 寿 命 化 等
に よ る 投 資 の 平 準 化 ）

　経営戦略では令和４年度以降に総額約３億円の建設改良費を見込むほか、適正な維持管理を行
い施設の長寿命化による将来コストの削減にも取り組んでいきます。なお具体的な更新内容や施設
の再配置は現在策定中の「基本計画」を基に実施していくこととしています。

施 設 ・ 設 備 の 廃 止 ・ 統 合
（ ダ ウ ン サ イ ジ ン グ ）

　施設更新に当たっては、策定中の基本計画や給水人口、有収水量を考慮しダウンサイジングも検
討します。
　また施設統合についても上記計画を基に取組んでいく予定です。

目 標
　第２期以降の料金改定に向けた検討を進めます。
　施設更新（建設改良費）に係る財源には水道事業債を活用し、事業費負担の平準化を図ります。

　■料金改定について
　　令和２年度から１期間３年、全５期（15年）に渡る段階的な料金改定を進めています。今後は第２期目となる令和５年度に向けて、対象料金
（基本・超過料金）や改定額などの検討を行います。
　なお経営戦略の策定にあたり、改定内容が未定であることから上記「２．将来の事業環境」の予測をもとに現行の料金体系で推計を行ってい
ます。

　■地方債の活用
　　施設更新の財源には水道事業債を有効活用し、後年度の財政負担の平準化にも努めていきます。
　　また償還条件では、後年度の経営状況や元金償還額も考慮しながら償還期間を短期に設定し、償還利子の低減にも繋げていきます。

　■修繕費
　　これまでの決算状況から修繕費では年間１千万円を見込んでいます。管路修繕が主な内容ですが、適切な維持修繕による長寿命化を図り
将来コストの削減にも取り組んでいく必要があります。

　■職員給与費
　　水道事業の支弁職員５名分を措置しています。少人数での事業運営が困難となりつつあるため、施設管理や異常時対応の外部委託なども
検討が必要となっています。

　■減価償却費・地方債償還金・支払利息
　　現有資産の償却計画や既往債の償還金額に今後の建設改良費（新発債）の金額を加算して計上しています。

広 域 化
　鳥取県と県内市町村で構成する「水道広域化・共同化流域別検討会」で検討していますが、現状で
は具体的な広域化メニューはありません。

※　投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について、その内容等を記載すること。
　　 また、（１）において、純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間内の最終年度で黒字とならず、赤字が発生している場合には、赤字の解消に向け
　 た取組の方向性、検討体制・スケジュール等について記載する必要があること。
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②　財源についての検討状況等

５．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

そ の 他 の 取 組 　滞納整理業務（給水停止措置を含む）に引き続き取り組んでいきます。

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
改 定 等 に 関 す る 事 項

　毎年度、進捗管理（モニタリング）を行うとともに、簡易水道事業の法適化に伴う会計統合後には改
めて経営戦略を策定します。

企 業 債
　事業費負担（企業債償還金）の平準化と後年度の財政負担軽減を図るため、水道事業債を活用す
ることとしています。また償還条件では、後年度の経営状況や元金償還額も考慮しながら償還期間を
設定し、償還利子の低減にも繋げていきます。

繰 入 金
　現状では他会計繰入金に頼らず運営を行っており、今後も料金改定を検討しているため経営戦略
では繰入金を見込んでいません。

資 産 の 有 効 活 用 等 （ *2 ） に よ る
収 入 増 加 の 取 組

　特記事項はありません。

料 金
　第２期料金改定となる令和５年度に向けて、対象料金（基本・超過料金）や改定額などの検討を行
います。改定は簡易水道事業と同時期を予定しており、検討に当たっては町内の経済状況や大口利
用者である旅館等事業所への影響も考慮する必要があります。
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0
0
,0

0
0

(1
)

3
7
,1

7
7

3
5
,2

0
1

3
1
,9

2
3

3
6
,9

0
0

3
6
,9

0
0

3
6
,9

0
0

3
6
,9

0
0

3
6
,9

0
0

3
6
,9

0
0

3
6
,9

0
0

3
6
,9

0
0

3
6
,9

0
0

1
7
,8

4
6

1
7
,9

3
3

1
6
,4

3
4

1
7
,9

1
0

1
7
,9

1
0

1
7
,9

1
0

1
7
,9

1
0

1
7
,9

1
0

1
7
,9

1
0

1
7
,9

1
0

1
7
,9

1
0

1
7
,9

1
0

6
,2

4
7

4
,4

6
8

2
,8

2
5

4
,9

7
0

4
,9

7
0

4
,9

7
0

4
,9

7
0

4
,9

7
0

4
,9

7
0

4
,9

7
0

4
,9

7
0

4
,9

7
0

1
3
,0

8
4

1
2
,8

0
0

1
2
,6

6
4

1
4
,0

2
0

1
4
,0

2
0

1
4
,0

2
0

1
4
,0

2
0

1
4
,0

2
0

1
4
,0

2
0

1
4
,0

2
0

1
4
,0

2
0

1
4
,0

2
0

(2
)

2
6
,8

6
8

3
0
,4

9
7

5
0
,6

5
4

3
4
,0

1
5

3
4
,3

5
6

3
4
,4

4
7

3
3
,7

0
8

3
4
,0

7
0

3
6
,0

8
3

3
5
,3

0
8

3
5
,8

7
7

3
5
,5

6
0

1
2
,4

2
9

1
2
,2

4
8

1
3
,9

2
0

1
4
,0

0
0

1
4
,0

0
0

1
4
,0

0
0

1
4
,0

0
0

1
4
,0

0
0

1
4
,0

0
0

1
4
,0

0
0

1
4
,0

0
0

1
4
,0

0
0

6
,7

4
8

6
,4

0
6

1
4
,2

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

1
0
0

1
3
1

3
6
0

3
6
0

3
6
0

3
6
0

3
6
0

3
6
0

3
6
0

3
6
0

3
6
0

3
6
0

7
,5

9
1

1
1
,7

1
2

2
2
,1

7
4

9
,6

5
5

9
,9

9
6

1
0
,0

8
7

9
,3

4
8

9
,7

1
0

1
1
,7

2
3

1
0
,9

4
8

1
1
,5

1
7

1
1
,2

0
0

(3
)

3
1
,1

2
8

3
6
,1

9
1

4
1
,0

3
2

3
8
,0

8
5

3
6
,2

4
4

3
5
,4

5
3

3
6
,7

9
2

3
3
,1

3
0

3
0
,0

1
7

3
0
,7

9
2

2
7
,2

2
3

2
7
,5

4
0

２
．

1
,7

6
6

1
,7

9
6

2
,8

0
4

2
,1

2
0

2
,2

2
3

2
,3

2
8

2
,4

1
8

2
,4

8
9

2
,5

5
3

2
,6

1
1

2
,6

6
0

2
,7

0
0

(1
)

1
,3

2
6

1
,7

9
6

2
,8

0
4

2
,1

2
0

2
,2

2
3

2
,3

2
8

2
,4

1
8

2
,4

8
9

2
,5

5
3

2
,6

1
1

2
,6

6
0

2
,7

0
0

(2
)

4
4
0

(D
)

9
6
,9

3
9

1
0
3
,6

8
5

1
2
6
,4

1
3

1
1
1
,1

2
0

1
0
9
,7

2
3

1
0
9
,1

2
8

1
0
9
,8

1
8

1
0
6
,5

8
9

1
0
5
,5

5
3

1
0
5
,6

1
1

1
0
2
,6

6
0

1
0
2
,7

0
0

(E
)

4
,5

7
6

△
 3

,1
5
7

△
 1

8
,9

5
9

6
1
7

6
6
6

9
5

△
 1

,6
4
1

1
9
5

2
1
9

△
 8

5
0

1
,1

0
6

7
2

(F
)

1
1
,3

5
3

4
,2

7
3

(G
)

(H
)

1
1
,3

5
3

4
,2

7
3

1
5
,9

2
9

1
,1

1
6

△
 1

8
,9

5
9

6
1
7

6
6
6

9
5

△
 1

,6
4
1

1
9
5

2
1
9

△
 8

5
0

1
,1

0
6

7
2

(I
)

1
1
,2

8
8

1
4
,4

5
5

1
5
,5

7
1

△
 3

,3
8
8

△
 2

,7
7
1

△
 2

,1
0
5

△
 2

,0
1
0

△
 3

,6
5
1

△
 3

,4
5
6

△
 3

,2
3
7

△
 4

,0
8
7

△
 2

,9
8
1

(J
)

2
9
1
,0

1
6

3
3
1
,1

8
2

3
3
9
,2

5
5

3
9
0
,9

8
8

4
2
3
,4

7
5

4
4
9
,2

2
4

4
6
7
,1

7
3

4
8
2
,6

4
4

4
9
3
,5

5
7

5
0
2
,7

1
4

5
0
8
,6

5
5

5
1
2
,3

5
6

3
0
,3

3
8

1
6
,3

2
4

1
7
,9

2
3

1
7
,3

2
3

1
6
,7

2
3

1
6
,1

2
3

1
5
,5

2
3

1
4
,9

2
3

1
4
,3

2
3

1
3
,7

2
3

1
3
,1

2
3

1
2
,5

2
3

(K
)

5
,6

2
9

5
,6

8
3

5
,7

7
2

1
1
,9

1
8

1
7
,1

2
7

2
4
,3

7
4

2
5
,1

9
4

2
6
,2

1
3

2
7
,3

4
3

2
8
,7

6
2

3
0
,0

5
6

3
1
,4

4
6

2
,9

9
2

3
,0

5
6

3
,1

2
0

4
,6

2
5

9
,9

7
6

1
7
,3

3
9

1
8
,1

8
9

1
9
,3

4
9

2
0
,7

8
2

2
2
,2

2
4

2
3
,6

7
5

2
5
,1

3
3

1
3

4
,5

9
3

4
,4

5
1

4
,3

3
5

4
,3

0
5

4
,1

6
4

3
,8

6
1

3
,8

3
8

3
,6

8
1

3
,6

1
3

( 
I 
)

(A
)-

(B
)

(L
)

(M
)

9
9
,1

0
0

9
3
,7

4
0

1
0
0
,2

2
4

1
0
4
,5

8
0

1
0
3
,4

9
9

1
0
2
,4

3
4

1
0
1
,3

8
8

1
0
0
,3

4
1

9
9
,3

2
9

9
8
,3

1
8

9
7
,3

2
3

9
6
,3

2
9

(N
)

(O
)

(P
)

1
0
5
,9

8
5

9
9
,1

0
0

9
3
,7

4
0

1
0
0
,2

2
4

1
0
4
,5

8
0

1
0
3
,4

9
9

1
0
2
,4

3
4

1
0
1
,3

8
8

1
0
0
,3

4
1

9
9
,3

2
9

9
8
,3

1
8

9
7
,3

2
3

営
業

外
収

益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

本
年

度

営
業

収
益

令
和

４
年

度
令

和
９

年
度

令
和

1
0
年

度
令

和
1
1
年

度
令

和
1
2
年

度
令

和
５

年
度

令
和

６
年

度
令

和
７

年
度

令
和

８
年

度

動
力

費
修

繕
費

補
助

金
他

会
計

補
助

金
そ

の
他

補
助

金
長

期
前

受
金

戻
入

収
入

計
そ

の
他

職
員

給
与

費
基

本
給

退
職

給
付

費
そ

の
他

経
費

収 益 的 収 入

特
別

損
失

材
料

費
そ

の
他

減
価

償
却

費
営

業
外

費
用

支
払

利
息

う
ち

資
本

費
平

準
化

債
分

収 益 的 収 支

そ
の

他
支

出
計

経
常

損
益

(C
)-

(D
)

特
別

利
益

収 益 的 支 出

営
業

費
用

累
積

欠
損

金
比

率
（

×
1
0
0

）

特
別

損
益

(F
)-

(G
)

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(E

)+
(H

)
繰

越
利

益
剰

余
金

又
は

累
積

欠
損

金
流

動
資

産
う

ち
未

収
金

流
動

負
債

う
ち

建
設

改
良

費
分

う
ち

一
時

借
入

金
う

ち
未

払
金

△
 3

.0
9

1
1
.3

9
1
5
.4

2
1
5
.5

4
△

 3
.2

4
△

 2
.6

8
△

 2
.0

5
△

 1
.9

8
△

 3
.6

4
△

 3
.4

8
△

 3
.2

9
△

 4
.2

0

健
全

化
法

施
行

規
則

第
６

条
に

規
定

す
る

解
消

可
能

資
金

不
足

額

健
全

化
法

施
行

令
第

1
7

条
に

よ
り

算
定

し
た

事
業

の
規

模

健
全

化
法

第
2
2

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

不
足

比
率

(（
N

）
/
（
P

）
×

1
0
0
)

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
5

条
第

１
項

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益
(A

)-
(B

)
地

方
財

政
法

に
よ

る
資

金
不

足
の

比
率

(（
L
）
/
（
M

）
×

1
0
0
)

健
全

化
法

施
行

令
第

1
6

条
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額
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様
式

第
2
号

（
法

適
用

企
業

・
資

本
的

収
支

）
投

資
・
財

政
計

画
（
収

支
計

画
）

（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
前

々
年

度
前

年
度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
決

算
見

込
１

．
2
0
6
,1

0
0

9
3
,1

0
0

2
7
,9

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

２
．

３
．

４
．

５
．

６
．

７
．

８
．

９
．

(A
)

2
0
6
,1

0
0

9
3
,1

0
0

2
7
,9

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

(B
)

(C
)

2
0
6
,1

0
0

9
3
,1

0
0

2
7
,9

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

１
．

2
1
1
,3

4
0

9
3
,4

5
4

2
9
,1

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

3
5
,0

0
0

２
．

2
,9

3
1

2
,9

9
2

3
,0

5
6

3
,1

2
0

4
,6

2
5

9
,9

7
6

1
7
,3

3
9

1
8
,1

8
9

1
9
,3

4
9

2
0
,7

8
2

2
2
,2

2
4

2
3
,6

7
5

３
．

４
．

５
．

(D
)

2
1
4
,2

7
1

9
6
,4

4
6

3
2
,1

5
6

3
8
,1

2
0

3
9
,6

2
5

4
4
,9

7
6

5
2
,3

3
9

5
3
,1

8
9

5
4
,3

4
9

5
5
,7

8
2

5
7
,2

2
4

5
8
,6

7
5

(E
)

8
,1

7
1

3
,3

4
6

4
,2

5
6

3
,1

2
0

4
,6

2
5

9
,9

7
6

1
7
,3

3
9

1
8
,1

8
9

1
9
,3

4
9

2
0
,7

8
2

2
2
,2

2
4

2
3
,6

7
5

１
．

9
,2

6
7

1
5
,0

0
7

1
6
,1

6
7

1
7
,6

0
0

1
9
,0

4
2

2
0
,4

9
3

２
．

３
．

４
．

8
,1

7
1

3
,3

4
6

4
,2

5
6

3
,1

2
0

4
,6

2
5

9
,9

7
6

8
,0

7
2

3
,1

8
2

3
,1

8
2

3
,1

8
2

3
,1

8
2

3
,1

8
2

(F
)

8
,1

7
1

3
,3

4
6

4
,2

5
6

3
,1

2
0

4
,6

2
5

9
,9

7
6

1
7
,3

3
9

1
8
,1

8
9

1
9
,3

4
9

2
0
,7

8
2

2
2
,2

2
4

2
3
,6

7
5

(G
)

(H
)

2
6
6
,8

1
5

3
5
6
,9

2
3

3
8
1
,7

6
7

4
1
3
,6

4
7

4
4
4
,0

2
2

4
6
9
,0

4
6

4
8
6
,7

0
7

5
0
3
,5

1
8

5
1
9
,1

6
9

5
3
3
,3

8
7

5
4
6
,1

6
3

5
5
7
,4

8
8

○
他

会
計

繰
入

金
（
単

位
：
千

円
）

年
　

　
　

　
　

度
前

々
年

度
前

年
度

区
　

　
　

　
　

分
（

決
算

）
決

算
見

込

令
和

1
1
年

度
令

和
1
2
年

度

企
業

債

う
ち

資
本

費
平

準
化

債

他
会

計
出

資
金

本
年

度
令

和
４

年
度

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

令
和

７
年

度
令

和
８

年
度

工
事

負
担

金

計

そ
の

他

令
和

９
年

度
令

和
1
0
年

度

他
会

計
補

助
金

他
会

計
負

担
金

(A
)の

う
ち

翌
年

度
へ

繰
り

越
さ

れ
る

支
出

の
財

源
充

当
額

純
計

(A
)-

(B
)

資 本 的 支 出

建
設

改
良

費

う
ち

職
員

給
与

費

企
業

債
償

還
金

う
ち

資
本

費
平

準
化

債
償

還
金

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

資 本 的 収 入

他
会

計
へ

の
支

出
金

そ
の

他

計

他
会

計
借

入
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

固
定

資
産

売
却

代
金

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

令
和

1
1
年

度

資 本 的 収 支 補
塡

財
源

不
足

額
(E

)-
(F

)

他
会

計
借

入
金

残
高

企
業

債
残

高

資
本

的
収

入
額

が
資

本
的

支
出

額
に

不
足

す
る

額
  
  
 　

　
  
  
(D

)-
(C

)

補 塡 財 源

損
益

勘
定

留
保

資
金

利
益

剰
余

金
処

分
額

繰
越

工
事

資
金

そ
の

他

計

令
和

1
2
年

度

収
益

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

う
ち

基
準

外
繰

入
金

資
本

的
収

支
分

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

令
和

７
年

度
令

和
８

年
度

令
和

９
年

度
令

和
1
0
年

度
令

和
４

年
度

本
年

度
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